
義あることと思います。施設の建設期、拡張期では、
まさにリング、ビームライン、実験装置の建設や、
共同利用実験推進・支援がスタッフの仕事であると
する考え方が支配的でした。一方、スタッフももっ
と「サイエンス」をやるべきだという議論もある段
階からよく聞かれるようになりました。また、スタ
ッフは装置開発や方法論の開発など、一般ユーザー
とは少し異なったスタンスでの研究を進めるべき
である、との意見も聞かれます。放射光研究施設の
ような加速器やビームラインなどの大型の施設・装
置を擁する共同利用研究機関では、インスツルメン
テーションや方法論開発は特に重要と言えます。い
ずれにしても、どの意見も個別に聞けば正しい意見
ですが、スタッフ一個人のレベルにおいて全てを同
時に高いレベルでこなすことはそれほど容易では
ないと思われます。放射光研究施設という組織とし
ては、すべてにおいて高いレベルの活動を目指すべ
きと思いますが、個々のスタッフは現在よりももう
すこしスペシャリティーを発揮するあるいはアク
ティビティーが外から見える工夫を行うことが、施
設全体のアクティビティーの向上につながるよう
にも思えます。法人化、任期制の導入や人事交流の
促進の議論とも関係している議論だと思いますが、
20 周年のこの機会にスタッフおよびユーザーコミ
ュニティーの方々と一緒に考えてみたいと思いま
す。
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3月 18日（月）9時に運転を終了した午後、「フ
ォトン・ファクトリーにおける放射光発生 20 周年
記念」行事が行われた。行事は記念式典と記念講演
会とに分かれ、式典に先立って PF-AR 放射光北西
棟の現地見学、講演会に引き続いて記念懇親会が開
かれた。プログラム内容は PF News Vol.19, No.4

February 2002の最初に挟み込みで記載がある。参加
者は 100名弱で、20年前に活躍された懐かしい方々
が多数出席された。

3号館セミナーホールで開かれた式典では、菅原
機構長、木村物質構造科学研究所長の挨拶に引き続
いて、太田放射光学会会長、雨宮 PF懇談会会長か
ら祝辞が述べられた。また、PF創設当時の高エネ

ルギー物理学研究所長であった西川先生、分子研
UVSORからの祝電が披露された。その後、松下放
射光研究施設長から 1982年 3月に 2.5GeV電子ビー
ムがリングを周回し加速にも成功し、virgin lightが
観測されたことなどの当時の話を交えながら施設
報告があった。
コーヒーブレークの後、記念講演会が開かれた。

「PF 創設の頃を振り返って」と題して高良初代施
設長が講演をされた。続いて「PF における膜蛋白
質複合体、ウィルスの構造研究」と題して月原阪大
蛋白研教授、「物質科学と放射光」と題して壽榮松
高輝度光科学センター部門長、「化学と放射光」と
題して小杉分子研放射光施設長、「フォトン・ファ
クトリーへの期待」と題して上坪高輝度光科学セン
ター副会長から講演がなされた。
記念懇親会は職員会館 1 階のレストランで開かれ、
20 年前の思い出話や苦労話に盛り上がった。しか
し、PF スタッフはもとより現役の若手研究者がも
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っと参加して、当時のご苦労話の中から計画を立て
るコツを聞き出して、自分たちの新計画推進に役立
てるという気構えがあっても良かったのではと云
う印象であった。当時は「光源がない」状況で新光
源を創りあげただけに熱気は当時のほうがはるか
に強かった。それだけに現 PF の運転性能に加え
PF-AR の高度化改造を済ませたという状況の中で、
PF の将来計画を練り上げ推進することには当時と
は異なる困難が予想される。PF 設立当時のプロセ
スを学び直し、当時の方々の熱気を別の形で補いな
がら、利用研究の新展開への夢と加速器性能の開発
を統合して、今後の計画推進の助けとしたい。歴史
は、フォトン・ファクトリー計画（仮称）が創られ
議論を公にするようになってから PF建設開始まで
10年を要したことを示している。
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｠ このたび、はからずも PF懇談会会長という大役
に選出され、２年間にわたって任につくことになり
ました。微力ですが、PFユーザーと PF施設側との
橋渡しに努めたいと思っています。よろしくお願い
致します。
｠ 最近の情勢を鑑みて、最初に取り組まなけれなら
ないのは、10～20 年先を見越した将来計画立案へ
のサポートだと思われます。独法化をはじめとする
不確定要素がぞくぞくと押し掛けてきています。そ
の中で若さや活性を保ち続けるためには、スタッフ
にとってもユーザーにとっても、託すことができる
ような大きな夢をもつことです。幸いなことに、3

月 18～20日に開催されました放射光発生 20周年記
念講演会や第 19回 PFシンポジウムでは、「将来の
光源」について活発な議論が行われました。また、
PF 直線部増強や AR 増強をはじめとするここ数年
の計画については、議論が充分煮詰まっていると感
じました。サイエンスの面でも、ここ数年は
SPring-8 や他の放射光施設と充分共存できると思
われます。

10年先を見越した将来計画に対して PF懇談会に
求められていることは、どんなサイエンスをどんな
形で展開していくかについての方向性を見出すお
手伝いをすることです。PF懇談会の目的の１つに、
「PFの将来計画の立案とその推進」（第３条の４）
があります。将来計画を進める上での問題提起・提
案に対し、PFとユーザーとの掛け橋となり、PFコ
ミュニティとしての総意をまとめることが必要で
しょう。将来計画を重視する新体制としては、将来
を託せる若手や中堅に利用幹事をお願いすると共
に、人数も３名に増強しました。利用幹事が対応で
きる分野についても、光源から VUV・Ｘ線実験ま
でを網羅できる陣容で、将来計画を支援しやすくし
ました。
｠ 第４世代の加速器として、リニアック型、リング
型、あるいはその折衷型などが議論されていますが、
第 3.5世代リングも含めて、その中のどれを選択す
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高良和武名誉教授（初代施設長）による記念講演「PF
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